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ゾ ー ン ・ ポ リ テ ィ コ ン
家を生きる者たらざるを
得ない、という政
ポ リ テ ィ ク ス
治（学）の根本命題の閑却、い
わば政治の忘却
0 0 0 0 0
を意味するのではないか。全体主
義の時代に国
ポリス
家を問い続けたアーレントやシュト
ラウスという、著者には魅力に欠けるらしい（本
書268、272頁）政治
0 0
思想家に親しんできた評者
が欲して止まないのは、著者の政治
0 0
哲学である。
たとえば、第一部の結びの表題にある「想起の共
同体」とは、何か（95頁）。著者は、そこにいか
なる政治の可能性を見据え、どんな光景を遠望し
ていたのか ― 天を仰ぎ、賢者の不在に嘆息する
ほかない。 
